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開式の言葉を述べる実行委員たち。ビデオレターなど感動の演出に場内は一体となりました

２０歳を祝い決意も新たに

１月９日、新成人による実行委員の企画・

運営で成人記念式が市民会館で行われ、新

成人６６５人が出席しました。式では、新成

人の代表４人が「ここまで育ててくれた親

などに感謝しよう」「権利を主張する前に

義務を果すべき」などと二十歳の主張を披

露。また、恩師からのビデオレターも寄せ

られ、出席者は懐かしそうに見入っていま

した。実行委員の伊丹裕太さん（西阿曽）

は「達成感でいっぱい」と満面の笑みで答

えてくれました。式典後は、久しぶりに会

った級友同士が旧交を温めていました。

成人記念式

吉備路の大空にはばたけ

昨年１２月５日から今年１月１５日にかけ

て､きびじつるの里から吉備路風土記の丘

一帯で国の特別天然記念物・タンチョウの

野外行動調査が行われました。年末年始に

かけて、吉備路を舞うタンチョウは優雅そ

のもの。昨春、きびじつるの里で生まれた

ハナとサンも岡山県自然保護センター（赤

磐市）の８羽に加わり参加。集団形勢過程

や２か所のねぐらづくりなどの調査が行わ

れました。これは、タンチョウの繁殖に取

り組んでいる県自然保護センターが行った

もので、吉備路での調査は１１年ぶり。
元旦早朝、抜けるような青空にきびじつるの里から４羽のタンチョウが舞い上がりました

タンチョウの野外行動調査

山頂では夜明け前から大勢の人手でにぎわい、日の出と同時に大きな歓声があがりました

良い年でありますように

初日の出を一目見ようと新春の福山に、

約１０００人が登りました。頂上では、甘酒

のふるまい、絵馬やもちの配布がありまし

た。午前７時２５分、雲から初日が顔をの

ぞかせると参加者は係員の音頭で万歳三唱。

手を合わせて無病息災を願う人もいました。

毎年福山に登る長尾裕香さん（清音三因）

は「久しぶりにきれいな初日の出が見られ

ました。この一年が良い年になるといいで

すね」と笑顔で話してくれました。顔見知

りの参加者同士は、新年のあいさつを交わ

すなど和やかなひと時を過ごしました。

元旦福山登山
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このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

文
学
選
奨
の
短
歌
部
門
で
３
度
目
の
入
選
に
輝
い
た

短
歌
は
と
て
も
奥
深
い
も
の

日
暮
れ
て
尚
未
だ
道
遠
し
で
す
ね

毎
年
、
文
学
の
創
作
活
動
の
場
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
文
学
選
奨
」。
昨
年
の
合
併
で
「
総

社
・
吉
備
文
学
選
奨
」
か
ら
「
総
社

市
文
学
選
奨
」
に
名
称
を
変
更
。
今

回
で
通
算
３２
回
目
を
数
え
る
。
こ
の

短
歌
部
門
で
３
度
目
の
入
選
に
輝
い

た
の
が
、
河
西
周
子
さ
ん
だ
。

受
賞
の
感
想
を
問
う
と
「
身
に

余
る
光
栄
で
す
。
未
熟
な
私
の
作
品

が
選
ば
れ
る
な
ん
て
、
運
が
良
か
っ

た
だ
け
で
す
よ
」
と
き
ま
り
悪
が

る
。
歌
は
学
生
の
こ
ろ
か
ら
好
き

で
、
啄
木
や
牧
水
な
ど
の
歌
集
は
、

い
つ
も
手
元
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

就
職
、
結
婚
し
て
か
ら
は
、
仕
事
や

家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
追
わ
れ
、

創
作
は
一
時
休
止
。
子
供
が
巣
立

ち
、
親
を
看み

取
っ
た
約
１０
年
前
か
ら

再
開
し
た
。

「
短
歌
は
感
動
の
文
学
だ
と
思

い
ま
す
。
感
動
を
詠
む
に
は
、
い
つ

も
神
経
を
尖と
が
ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
観
察
力
に
磨
き
が
か
か
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
が
ち
だ
っ

た
自
然
や
風
景
が
い
き
い
き
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。
自
分
と
向
き
合
う

機
会
も
多
く
な
る
か
ら
、
素
直
な

自
分
に
も
出
会
え
る
ん
で
す
」
と

瞳
を
輝
か
せ
る
。「
で
も
、
作
品
を

作
る
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
。
ピ
タ

リ
と
当
て
は
ま
る
言
葉
が
見
つ
か

ら
な
い
と
き
は
つ
ら
い
で
す
ね
。

私
は
、
感
性
の
乏
し
い
凡
人
で
す

か
ら
自
分
な
り
に
コ
ツ
コ
ツ
や
る

だ
け
で
す
」
と
日
ご
ろ
か
ら
歌
集

を
読
み
あ
さ
り
、
旅
先
で
は
ペ
ン

を
片
手
に
感
じ
た
こ
と
を
書
き
つ

づ
る
努
力
家
だ
。

茶
道
を
た
し
な
み
、
法
話
も
聞

く
河
西
さ
ん
は
「
お
茶
は
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
し
、
あ

り
が
た
い
お
話
は
胸
に
し
み
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
。「
昔
詠
ん
だ
短
歌
を

読
む
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
日
記
の
よ
う
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
、
日
々
の
感
動
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
心
に
ゆ
と
り
を
も

っ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
穏
や
か
に
ほ
ほ
え
ん
だ
。

河
西
周
子
さ
ん
（
秦
）
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